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調査報告 津軽塗技術保存について 
 

○津軽塗技術保存会 

場 所：青森県弘前市 旧紺屋町消防屯所 
取材先：津軽塗技術保存会 会長     今 照芳氏 

副会長    木村正人氏 
弘前市教育委員会文化財課 主事 葛西麻美氏 

 
内 容： 
① 現在の保存会の構成 

 正会員 準会員 賛助会員 行政会員 計 

会員数 １９ ２ ３ ４ ２８ 

内訳 職人 職人 
・青森県漆器協同組合 

連合会 

・商店 

・市教育委員会文化財課 

・市商工労政課 

・市博物館長 

・県工業研究所 

 

※事務局は市教育委員会に置き、文化財課職員が事務局を担っている。 
 
② 保存会の活動経緯 
 
活動のきっかけは、平成７年

に津軽家より津軽漆塗手板（５
１４枚５４８面）が寄贈された
ことだった。古作の技法解明の
ため調査研究の母体として古津
軽塗保存会設立準備委員会が結
成され、平成１３年の津軽塗技
術保存会設立に至った。 

 
平成２７年には弘前市無形文

化財指定、平成２８年に青森県
技芸指定を経て、平成２８年に
国の重要無形文化財に認定され
た。 
  

平成 ７年 ３月 津軽家より津軽漆塗手板（514 枚 548面）寄贈 

平成１３年 ９月 

     １０月 

設立準備委員会 結成 

保存会設立 

平成１４年 ６月 津軽塗手板調査委員会 設立 

平成１５年 ２月 若狭塗（福井県小浜市）調査 

平成１６年 ２月 
輪島塗（石川県輪島市）調査 

古津軽塗再現制作開始 

平成１９年 ２月 「古津軽塗再現調査報告書」刊行 

平成２１年 
県重宝津軽塗五段重等の再現制作 

（ふるさと文化再興事業） 

平成２２年 
いろいろ塗花見弁当の再現制作 

（芸術文化振興基金助成金） 

平成２３年 重要無形文化財伝承事業開始 

平成２７年１２月 弘前市指定無形文化財指定・保持団体認定 

平成２８年 ８月 青森県技芸指定・保持団体認定 

平成２９年１０月 

     １２月 

重要無形文化財指定・保持団体認定 

シンポジウム開催 

平成３０年 ３月 「古津軽塗再現技法調査報告書」刊行 
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○津軽塗技術保存の取り組みと組織構成 

場 所：地方独立行政法人 青森県産業技術センター 弘前工業研究所 
取材先：弘前工業研究所デザイン推進室 地域工芸担当（保存会行政会員）  小松 勇氏 

弘前市教育委員会文化財課 係長（保存会事務局）         小石川透氏 

内 容： 
① 業界の組織構成と支援の流れ 

 
文化と産業両方の視点で連携を取り、物そのもののだけでなく技術や歴史を含めた価値を再認

識し保存していきたいとの考えを聞かせていただいた。 
 

② 伝承者の育成 
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組合連合会が実施する研修を終えて引き続き技術指導を希望する者は、保存会が実施する伝承
者養成事業に応募でき、確かな技術伝承まで根気強く育成を行っている。 

 
お話の後には、津軽家より寄贈された「津軽漆塗手板」の調査研究とともに再現制作された手

板を実際に見せていただき、その５００以上にも及ぶ多彩な技法を興味深く拝見した。 
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○津軽塗の展示 

場 所：弘前市立観光館２階 津軽塗展示コーナー 
 
最後に、市の観光館２階の展示コーナーを見学する。 
「弘前ねぷた」や「こぎん刺し」「あけびづる」「ブナコ」などの民工芸品の展示とともに、津

軽塗の展示コーナーが設置され、津軽塗の４大技法の解説パネルや４８工程にわたる重箱見本、
使われる道具などが分かりやすく展示され、一般や観光客まで広く PRできるような施設になっ
ていた。 
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